
尼崎市総合交通計画の構成等について

1 計画策定の趣旨等

2 尼崎市の現状と課題

･現状

〇社会情勢

〇移動実態

〇交通基盤･サービスの状況

〇市民､在勤･在学･来訪者等のﾆｰｽﾞ

･課題

3 基本方針と目標

･基本方針（都市が目指す将来像）

･目標

4 目標実現に向けて

･実施する施策･事業

･ 評価指標･目標値

･ 実施プログラム

･ 推進体制

統計データ分析の補完（アンケート調査）

データの補完や
考え方の補強に使用

戦略
（施策重視）

公共交
通計画

（ｻｰﾋﾞｽ重視）

･区域 ･区域
･期間

現状と課題

･将来像

･目標

･基本的な
方針

･目標

･必要な施
策･事業

･主体の役
割を踏ま
えた実施
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

･推進体制

･事業･実施
主体

･評価関連
事項

必須の要素

･背景･目的／位置づけ
･区域
･期間

必須項目や他市事例等も参考に､青枠内の構成を作成｡ これを基に､具体の記載内容の検討を進める｡

現状（分析項目） 課題（イメージ）
 駅は､徒歩･自転車によるｱｸｾｽ
中心｡阪神尼崎､阪急塚口･武庫
之荘は､バスによるｱｸｾｽが多い｡

 一部拠点駅でﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化が課題｡

 バス停から300ｍ圏の円で市域
の大部分が網羅される｡

 運転免許や自家用車を持たな
い市民は比較的多い｡運転免許
返納者数は…｡

 自転車の利用割合が高く､自転
車の代表交通手段分担率･保有
台数は…｡

 道路は､一部路線で混雑度が高
い区間が残っている｡臨海地域
のﾈｯﾄﾜｰｸ機能は十分とは言え
ない｡

など

 人口
将来推計 ／ 年齢4区分別人口 ／人口密度分布
昼間・夜間人口／従業者・就業者 他

 施設分布
鉄道駅 ／公共施設 ／ 商業施設 ／ 医療施設
福祉施設 ／ 各種事業所 他

 日常生活等の変化
ﾃﾚﾜｰｸの状況 ／ 行動の変化

 観光･ﾚｼﾞｬｰの動向
観光入込客数 ／ 宿泊者数 ／ 観光施設の分布

ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ関係 ／大阪･関西万博との関連動向

 まちづくりの取組（財政状況含む）

駅周辺のまちづくり ／ 環境面の取組 他

 移動実態
人の動き（量）の推移／ 自転車利用・免許返納数
子育て世帯､高齢、障害のある方の目的・手段 他

 交通基盤･サービスの状況
鉄道･ﾊﾞｽ･ﾀｸｼｰ･自動車･自転車等の体系・状況等

特に、駅施設の状況､ﾊﾞｽﾈｯﾄﾜｰｸ・輸送人員 など

①個人を対象とするもの
・18～90歳の市民対象（1800人抽出）
・在勤・在学・来訪者に対するWEB調査
・公共交通利用者に対するWEB調査で、サンプル数等を補完

②事業所を対象とするもの
・一定規模以上の事業所対象（1000事業者抽出）

統計データ分析
国勢調査、パーソントリップ調査、道路交通センサス、尼崎市統計書ほか

裏面
左側

裏面
右側

交-1

（第２回交通政策分科会（5/31開催）資料）



 

尼崎市総合交通計画策定の基本的な考え方 

1  計画策定の趣旨 

 背景・目的 

 人口減少や超高齢化等による公共交通の需要減少、担い手不足の深刻化といった交通本来の課題に

加え、テレワークをはじめ、様々な分野でデジタル化の対応が進み、「日常」が大きく変化したこ

と、さらには、脱炭素や健康への意識の高揚などから、通勤のほか、余暇や観光など、人の移動（活

動）の傾向が変化しており、公共交通を取り巻く社会情勢は大きな転換期を迎えている。 

 本市は、平坦な地形でコンパクトな市域に都市機能が集積しているとともに、鉄道沿線ごとに特色

がある中、それらを活かし、人がつどい、にぎわうまちを目指して、鉄道駅周辺を中心に、多様な

主体との連携、駅前空間や公共空間の有効活用等により、賑わい創出や魅力向上に取り組んでいる。 

 また、交通の施策単独ではなく、まちづくりとの更なる連携により、施策の効果や実効性を高め、

ファミリー世帯の定住転入をより促進しながら、まちの持続可能性も高めていくことが重要になる。 

 こうした背景のもと、本市の特長のひとつである交通利便性の更なる向上と将来都市像の実現、さ

らには市全域を見渡した交通体系の構築を目指し、従来の「尼崎市地域交通計画」を改め、新たに

「尼崎市総合交通計画」として策定する。 

 計画の位置づけ 

「尼崎市総合交通計画」は、「地域公共交通計画（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 第

５条）」と「都市・地域総合交通戦略（都市・地域総合交通戦略要綱 第３）」を一体的に策定する。 

「第６次尼崎市総合計画」や「尼崎市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画」などの上位計

画に即すとともに、関連分野や兵庫県・周辺地域等の関連計画と整合・連携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画の区域 

尼崎市全域（関連する周辺地域を含む） 

 計画の期間 

令和６年（2024 年）度から令和 15 年（2033 年）度の 10年間（都市計画 MP 等との整合） 

 

 

3 基本方針と目標（キーワード等による整理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿（将来像） 

地域公共交通計画 

地域旅客運送サービスの持

続可能な提供の確保に資す

る地域公共交通の活性化及

び再生を推進する 

都市･地域総合交通戦略 

徒歩､自転車､公共交通等

が連携し、適切な役割分

担のもと、望ましい都市・

地域像の実現を図る 

尼崎市総合交通計画 

※策定プロセス 

都市計画審議会交通政策分科会・部会、市民等へのアンケート・説明会、パブリックコメント

を経て策定予定 

望ましい状態 

〇サービス・機能の維持等 

〇ネットワークの構築 

〇新駅の設置 

〇利用促進 

〇移動のストレス解消 

〇福祉施策等との連携 

〇選択と集中 

〇ICT の活用 

〇歩行・走行空間の確保 

〇ウォーカブル 

〇意識の変革・行動変容 

〇臨海部の交通需要の増加へ

の対応 

〇交流人口の拡大 

〇発信の工夫(魅力は何か) 

視点・キーワード 対象・分野等 

鉄道 

バス 

駅舎 

バス停 

タクシー 駅前広場 

観光・産業 

道路 

自動車 駐車場 

自転車 駐輪場 

徒歩 歩道 

新モビリティ 

防災･減災 

バリアフリー 

賑わいづくり 

回遊・つながり 

環境 

【参考】3/29 交通政策分科会での意見等 

生活圏の意識 ／ 都市間移動・交流 ／ 利用者・当事者側・防災の視点 ／ 情報発信の工夫 

特性・独自性（15 分で完結可能なﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ・圧倒的中心部なし、職住近接、海・川がある、自転車の多さ） 

 

交-2

（第２回交通政策分科会（5/31開催）資料）



（交通政策分科会 部会（8/7 開催）で議論） 

 

 

 

 

 

尼崎市総合交通計画の基本方針と目標、施策体系 

目指す姿 

基本方針・目標 施策体系 
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